
沼田市長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行細則

（趣旨）

第１条 この規則は、長期優良住宅の普及の促進に関する法律（平成２０年法律第８７号。

以下「法」という。）、長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行規則（平成２１年国

土交通省令第３号。以下「省令」という。）及び沼田市長期優良住宅の普及の促進に関

する法律関係手数料条例（平成２１年沼田市条例第８号。以下「手数料条例」という。）

の施行に関し、長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行令（平成２１年政令第２４

号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。

（市長が必要と認める図書）

第２条 省令第２条第１項に規定する市長が必要と認める図書は、次のとおりとする。

(1) 住宅の品質確保の促進等に関する法律（平成１１年法律第８１号。以下「品確法」

という。）第５条第１項に規定する登録住宅性能評価機関が行う法第６条第１項第１

号の基準に係る技術的審査を受けた住宅にあっては、当該登録住宅性能評価機関が交

付する適合証

(2) 品確法第４４条第３項に規定する登録住宅型式性能認定等機関が行う同法第３１条

第１項に規定する住宅型式性能認定（登録住宅型式性能認定等機関が行うこれと同等

の確認を含む。）を受けた型式に適合する住宅又は住宅型式性能認定を受けた型式に

適合する住宅の部分を含む住宅にあっては、当該登録住宅型式性能認定等機関が交付

する住宅の品質確保の促進等に関する法律施行規則（平成１２年建設省令第２０号。

以下「品確法施行規則」という。）第４１条第１項に規定する住宅型式性能認定書（登

録住宅型式性能認定等機関が交付するこれと同等の確認書を含む。）の写し

(3) 住宅である品確法第４０条第１項に規定する認証型式住宅部分等又は住宅の部分で

ある認証型式住宅部分等を含む住宅にあっては、品確法施行規則第４５条第1項に規

定する型式住宅部分等製造者認証書の写し

(4) 長期優良住宅建築等計画の認定に係る審査にあたり、長期使用構造等とするための

措置及び維持保全の方法の基準を定める件（平成２１年国土交通省告示第２０９号）

第３に定める長期使用構造等とするための措置と同等以上の措置が講じられているこ

との審査を要する場合にあっては、長期使用構造等とするための措置と同等以上の措

置が講じられている旨を説明した図書（この場合において、品確法第５９条第１項に

規定する登録試験機関が行う特別評価方法認定のための審査に係る特別の建築材料若し



くは構造方法又は特別の試験方法若しくは計算方法に関する試験、分析又は測定（登録試

験機関が行うこれと同等の試験を含む。以下「試験等」という。）を受けたときは，当該

特別の建築材料若しくは構造方法又は特別の試験方法若しくは計算方法に関する試験等の

結果の証明書をもってこれに代えることができる。）

（市長が不要と認める図書）

第３条 省令第２条第３項に規定する市長が不要と認める図書は、次のとおりとする。

(1) 前条第２号の住宅型式性能認定書の写しを添えたものにあっては、長期優良住宅建

築等計画の認定申請に係る図書に明示すべき事項のうち、住宅型式性能認定書におい

て、品確法第５条第１項に規定する住宅性能評価（登録住宅型式性能認定等機関が交

付した住宅型式性能認定書と同等の確認書においては長期優良住宅等計画の認定）の

申請において明示することを要しない事項として指定されたもの

(2) 前条第３号の型式住宅部分等製造者認証書の写しを添えたものにあっては、長期優

良住宅等計画の認定申請の係る図書に明示すべき事項のうち、当該型式住宅部分等製

造者認証書において、住宅性能評価の申請において明示することを要しない事項とし

て指定されたもの

（申請書等の提出部数）

第４条 省令第２条第１項の規定により市長に提出する申請書は、正本１部及び副本２部

（第２条第１号に規定する適合証を添付したものにあっては、正本及び副本各１部）と

し、それぞれに第２条に掲げる図書及び省令第２条第１項の表の各項に掲げる図書（以

下「添付図書」という。）を添えるものとする。

２ 省令第８条の規定により市長に提出する申請書は、正本１部及び副本２部（法第６条

第１項第１号の基準に係る部分以外の変更又は変更に係る第３条第１号に規定する適合

証を添付した場合にあっては、正本及び副本各１部）とし、それぞれに添付図書のうち

変更に係るものを添えるものとする。

（認定しない旨の通知）

第５条 市長は、法第５条第１項から第３項までの規定により申請された長期優良住宅建

築等計画が法第６条第１項第１号から第６号までに掲げる基準に適合しないと認めると

き、又は法第６条第６項に規定する通知書の交付を受けたときは、認定しない旨の通知

書（別記様式第１号）により申請者に通知するものとする。

２ 前項の規定は、法第８条第１項の変更の認定について準用する。



（工事完了報告書）

第６条 認定計画実施者は、認定長期優良住宅の建築が完了したときは、工事完了報告書

（別記様式第２号）に建築士法（昭和２５年法律第２０２号）第２条第１項に規定する

建築士が作成した建築士法施行規則（昭和２５年建設省令第３８号）第１７条の１５に

規定する工事監理報告書を添えて、市長に提出しなければならない。

（取下げ届）

第７条 申請者は、省令第２条第２項又は第８条の申請書を提出した後、計画の認定を受

けるまでの間に、当該長期優良住宅建築等計画の実施を取りやめた場合は、取下げ届（別

記様式第３号）２部を市長に提出しなければならない。

（取りやめ届）

第８条 認定計画実施者は、認定長期優良住宅の建築又は維持保全を取りやめたときは、

取りやめ届（別記様式第４号）２部に省令第６条に規定する通知書を添えて、市長に提

出しなければならない。

（認定の取り消し）

第９条 市長は法第１４条第１項の規定により計画の認定を取り消したときは、認定計画

実施者に対し、認定取消通知書（別記様式第５号）を交付するものとする。

（手数料の一部の納付を要しない図書）

第１０条 手数料条例第２条第５項に規定する当該申請住宅の構造及び設備が長期使用構

造等であることを証する図書として市長が認めるものは、第２条第１号に規定する図書

とする。

（委任）

第１１条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

附 則

この規則は、平成２１年６月４日から施行する。



様式第１号（第５条関係）

認定しない旨の通知書

第 号

年 月 日

様

沼田市長 印

長期優良住宅の普及の促進に関する法律第 条第 項の規定に基づき申請のあった長期優

良住宅建築等計画については、認定しないこととしたので通知します。

１ 申請年月日

氏名（名称）
２ 申請者

住所(所在地)

３ 申請に係る住宅の位置

４ 理由

１ この決定に不服がある場合は、この決定があったことを知った日の翌日から起算して

６０日以内に、沼田市長に対して異議申立てをすることができます（なお、この決定が

あったことを知った日の翌日から起算して６０日以内であっても、この決定の日の翌日

から起算して１年を経過すると、異議申立てをすることができなくなります。）。

２ 上記１の異議申立てに係る決定の送達を受けた日の翌日から起算して６箇月以内に、

市を被告として（市長が被告の代表となります。）処分の取消しの訴えを提起すること

ができます。なお、処分の取消しの訴えは、前記の異議申立てに対する決定を経た後で

なければ提起することができないこととされていますが、①異議申立てがあった日から

３箇月を経過しても決定がないとき、②処分、処分の執行又は手続の続行により生ずる

著しい損害を避けるため緊急の必要があるとき、③その決定を経ないことにつき正当な

理由があるときは、決定を経ないでも処分の取消しを提起することができます。



様式第２号（第６条関係）

工事完了報告書

年 月 日

沼田市長 様

報告者の住所

報告者の氏名（名称） ,

沼田市長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行細則第６条の規定により認定長期優良

住宅の建築が完了したので報告します。

１ 長期優良住宅建築等計画の認定年月日、認定番号

年 月 日

第 号

２ 確認の特例の有無（法６条第２項に基づく申し出）

有 無

確認年月日

番号

３ 認定に係る住宅の位置

４ 認定計画実施者の氏名

５ 認定長期優良住宅建築等計画に基づき、住宅の建築が完了したことを確認した建築士等

（ 級）建築士（ ）登録第 号

住所

氏名

（ 級）建築士事務所（ ）知事登録第 号

名称

所在地

６．軽微な変更の内容

受付欄

係員印 ※ 工事監理報告書、建設住宅性能評価書等の写しを添付すること。



様式第３号 （第７条関係）

取 下 げ 届

年 月 日

沼田市長 様

届出者の住所

（事務所の所在地）

届出者の氏名（名称） ,

長期優良住宅の普及の促進に関する法律第５条第 項または、第８条の規定に基づき申請

した長期優良住宅建築等計画について、当該計画を取りやめたので届け出ます。

１ 申請年月日

年 月 日

２ 確認の特例の有無（法第６条第２項に基づく申し出）

有 無

３ 住宅の位置

４ 取り下げ理由

受付欄

係員印



様式第４号（第８条関係）

取 り や め 届

年 月 日

沼 田 市 長 様

届出者の住所

（事務所の所在地）

届出者の氏名（名称） ,

長期優良住宅の普及の促進に関する法律第１４条１項２号の規定に基づき、認定長期優良

住宅の建築または維持保全を取りやめたので、届け出ます。

１ 長期優良住宅建築等計画の認定年月日、認定番号

年 月 日

第 号

２ 確認の特例の有無（法第６条第２項に基づく申し出）

有 無

確認年月日

番号

３ 認定に係る住宅の位置

４ 認定計画実施者の氏名

５ 取りやめ理由

受付欄

係員印 ※ 認定通知書を添付すること。



様式第５号（第９条関係）

認定取消通知書

第 号

年 月 日

様

沼田市長 印

長期優良住宅の普及の促進に関する法律第１４条第１項の規定により、下記の認定長期優

良住宅建築等計画について、その認定を取り消しましたので通知します。これにより、認定

通知書は、その効力を失います。

１ 認定年月日

２ 認定番号

氏名（名称）
３ 認定計画実施者

住所(所在地)

４ 認定に係る住宅の位置

５ 取り消す理由

１ この決定に不服がある場合は、この決定があったことを知った日の翌日から起算して

６０日以内に、沼田市長に対して異議申立てをすることができます（なお、この決定が

あったことを知った日の翌日から起算して６０日以内であっても、この決定の日の翌日

から起算して１年を経過すると、異議申立てをすることができなくなります。）。

２ 上記１の異議申立てに係る決定の送達を受けた日の翌日から起算して６箇月以内に、

市を被告として（市長が被告の代表となります。）処分の取消しの訴えを提起すること

ができます。なお、処分の取消しの訴えは、前記の異議申立てに対する決定を経た後で

なければ提起することができないこととされていますが、①異議申立てがあった日から

３箇月を経過しても決定がないとき、②処分、処分の執行又は手続の続行により生ずる

著しい損害を避けるため緊急の必要があるとき、③その決定を経ないことにつき正当な

理由があるときは、決定を経ないでも処分の取消しを提起することができます。


